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	応用
	抗原情報
	背景
	分岐鎖アミノ酸トランスアミナーゼ1（BCAT1） ホモ・サピエンス この遺伝子は、分岐鎖アミノ酸トランスアミナーゼ酵素の細胞質型をコードしています。この酵素は、分岐鎖α-ケト酸から細胞増殖に不可欠な分岐鎖L-アミノ酸への可逆的なアミノ基転移を触媒します。分岐鎖アミノ酸トランスアミナーゼの欠陥に起因する2つの異なる臨床疾患、すなわち高バリン血症および高ロイシン・イソロイシン血症が知られています。この酵素のミトコンドリア型をコードする遺伝子も存在するため、いずれかの遺伝子の変異がこれらの疾患の一因となる可能性があります。選択的スプライシングによる転写変異体も報告されています。 [RefSeq提供、2010年5月],触媒活性：2-オキソグルタル酸 + L-イソロイシン = (S)-3-メチル-2-オキソペンタン酸 + L-グルタミン酸。,触媒活性：2-オキソグルタル酸 + L-バリン = 3-メチル-2-オキソブタン酸 + L-グルタミン酸。,触媒活性：L-ロイシン + 2-オキソグルタル酸 = 4-メチル-2-オキソペンタン酸 + L-グルタミン酸。,補因子：ピリドキサールリン酸。,機能：必須分岐鎖アミノ酸であるロイシン、イソロイシン、バリンの異化における最初の反応を触媒する。,類似性：クラスIVピリドキサールリン酸依存性アミノトランスフェラーゼファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：胚発生において、脳と腎臓で発現する。バーキットリンパ腫などのC-myc誘導腫瘍において過剰発現する。
	研究分野
	バリン、ロイシンおよびイソロイシンの分解、バリン、ロイシンおよびイソロイシンの生合成、パントテン酸および CoA の生合成。
	画像データ
	

	ECA39ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

